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V254a すばる望遠鏡HDS用可視光天文コムの開発：光コム装置
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系外惑星探索では、視線速度をスペクトル吸収線の波長変化としてとらえるドップラー法が有力な手段の一つ
である。太陽近隣の恒星系の地球型惑星「第二の地球」を発見するためには、cm/sレベルの測定精度が必要とさ
れ、可視光の広い波長域にわたるスペクトル吸収線の波長測定が必要である。そのためには観察波長域における
波長較正光源が必要であり、正確な波長、分解能に合った最適な輝線の周波数（波長）間隔、高い輝度とコントラ
スト、そして長期にわたり稼働し続ける耐久性やメンテナンス性が重要である。最近、超短光パルス列である光
周波数コムを波長較正光源として利用する研究が注目されている。産総研は国立天文台などと協力して波長較正
光源としての光コム（天文コム）を 10年程前から開発し、国立天文台岡山分室の高分散分光器HIDES-F用光源
として運用してきた。現在岡山で稼働している天文コムは 2号機であり、6年ほど前から稼働している。可視光
用でありながら利得媒体にエルビウム添加光ファイバーを採用し、コムモード切り出しのために光共振器を独自
設計し、波長変換素子として PPLN導波路を用いるなど特色ある装置となっている。その結果、30 GHzという
HIDES-Fに最適な輝線間隔、可視波長域の 60 % を超える広帯域、そして 40 dBの不要モード抑圧比を実現して
いる。2026年 3月にはすばる望遠鏡の高分散分光器HDS用光源として新たに製作した類似機を設置し、その後
段階的にエンジニアリング/サイエンス観測を目指していく予定である。講演では、我々の天文コムの装置概要、
岡山での運用状況、そしてすばる望遠鏡への搭載計画と進捗について報告する。


